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1. 化学物質の同定情報 

1.1 物質名 ：2-アミノピリジン 

1.2 化学物質審査規制法官報公示整理番号 ：5-724、9-106 

1.3 化学物質排出把握管理促進法政令号番号 ：2-4 

1.4 CAS 登録番号 ：504-29-0 

1.5 構造式 

N N 2H

 

1.6 分子式 ：C H N5 6 2

1.7 分子量 ：94.11 

 

 

2. 一般情報 

2.1 別 名 

アミノピリジン、2-ピリジルアミン 

 

2.2 純 度 

98%以上          (住化テクノサービス, 2005) 

 

2.3 不純物 

不明 

 

2.4 添加剤または安定剤 

無添加 (一般的な製品)                  (住化テクノサービス, 2005) 

 

2.5 現在の我が国における法規制 

化学物質審査規制法：第二種監視化学物質 

化学物質排出把握管理促進法：第二種指定化学物質 

消防法：指定可燃物、可燃性固体類 (指定数量：3000 kg) 

労働安全衛生法：名称等を通知すべき有害物質 

船舶安全法：毒物類 

航空法：毒物類・毒物 

 

 

3. 物理化学的性状 

外  観 ：無色または白色の粉末または結晶    (IPCS, 2004） 

融  点 ：58.1℃    (Merck, 2001) 
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沸  点 ：210.6℃    (Merck, 2001) 

引 火 点 ：68℃ (密閉式)    (Mackison et al, 1981) 

発 火 点 ：データなし 

爆発限界 ：データなし 

比  重 ：1.065 (20℃/4℃)    (Kirk-Othmer, 1998) 

蒸気密度 ：3.2 (空気＝1)    (IPCS, 2004) 

蒸 気 圧 ：0.8 kPa (25℃)   (IPCS, 2004) 

分配係数 ：ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 log Kow＝0.49 (実測値)   (IPCS, 2004) 

  ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数 log Kow＝0.53 (推定値)   (SRC: KowWin, 2004) 

解離定数 ：pKa＝6.9 (20℃)    (Kirk-Othmer, 1998) 

スペクトル：主要マススペルトルフラグメント 

  m/z 94 (基準ピーク＝0.999)、67 (0.76)、41 (0.24)  (NIST, 2003) 

吸脱着性 ：土壌吸着係数 Koc＝45、Log Koc＝1.651 (推定値)  (SRC: PcKocWin, 2004) 

溶 解 性 ：2-アミノピリジン/水：1,000 g/L 超 (20℃)        (Kirk-Othmer, 1998) 

 エチルアルコール、ベンゼン、エチルエーテル、加温石油エーテル：可溶 

      (Merck, 2001） 
-4 3 -9 3 Pa・m /mol (2.49×10 atm・m /mol) (25℃、推定値、Bound法) ﾍﾝﾘｰ定数 ：2.52×10

     (SRC: HenryWin, 2004) 
3 3=0.256 ppm 、1 mg/m換算係数 ：(気相、20℃) 1 ppm=3.91 mg/m

その他   ：強塩基性で腐食性を示す。            (IPCS, 2004) 

            

 

4. 発生源情報 

4.1 製造・輸入量等 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの製造・輸入量に関する報告は得られていない。 

 

4.2 用途情報 

2-アミノピリジンは、合成原料 (医薬品、農薬)及び試薬 (ビスマス、アンチモン、金の検出）

として使われる (化学工業日報社, 2005)。 

 

 

5. 環境中運命 

5.1 大気中での安定性 

a. OH ラジカルとの反応性 
-11 cm3対流圏大気中では、2-アミノピリジンとOHラジカルとの反応速度定数が 2.0×10 /分子/

秒 (25℃) である (SRC:AopWin, 2005)。OHラジカル濃度を 5×105 6 3～1×10 分子/cm とした時の

半減期は 10～19 時間と計算される。 
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b. オゾンとの反応性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンとオゾンとの反応性に関する報告は得られていない。 

 

c. 硝酸ラジカルとの反応性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンと硝酸ラジカルとの反応性に関する報告は得られて

いない。 

 

d. 直接光分解反応 

2-アミノピリジンは 280 nm 以上の光を吸収するので、大気環境中では直接光分解される可能

性がある (U.S.NLM:HSDB, 2004)。 

 

5.2 水中での安定性 

5.2.1 非生物的分解性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの非生物的分解性に関する報告は得られていない。 

 

5.2.2 生分解性 

2-アミノピリジンは、化学物質審査規制法の好気的生分解性試験においては、被験物質濃度

100 mg/L、活性汚泥濃度 30 mg/L、試験期間 28 日間の条件で、生物化学的酸素消費量 (BOD) 測

定での分解率が 0%であり、難分解性と判定されている。なお、全有機炭素濃度 (TOC) 測定及

び高速液体クロマトグラフ (HPLC) 測定においても分解率 0%であった (通商産業省, 1981)。 

 

5.2.3 下水処理による除去 

調査した範囲では、2-アミノピリジンの下水処理による除去に関する報告は得られていない。 

 

5.3 環境水中での動態 
-4 3 Pa・m2-アミノピリジンはヘンリー定数が小さく (2.52×10 /mol)、土壌吸着係数が小さく 

(Koc = 45)、水溶性が高い (1,000 g/L超)。したがって、河川などの水系や湿性土壌から大気中へ

の揮散性は低く、水中の懸濁物質及び底質には吸着され難く、水に溶解して移動すると考えら

れる。ただし、解離定数 (pKa = 6.9) から、一部は解離して、生じたカチオンが有機炭素や粘

土に吸着される可能性があると考えられる (U.S.NLM:HSDB, 2004)。 

 

5.4 生物濃縮性 

化学物質審査規制法のコイを用いた 6 週間の濃縮度試験において、水中濃度が 0.1 mg/L にお

ける生物濃縮係数 (BCF) は、3.0～7.7、水中濃度が 0.01 mg/L における BCF は 5.1 未満～25 で

あり、2-アミノピリジンは濃縮性がないまたは低いと判断されている (通商産業省, 1981)。 

 

 

6. 環境中の生物への影響 
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6.1 水生生物に対する影響 

6.1.1 微生物に対する毒性 

2-アミノピリジンの微生物に対する毒性試験結果を表 6-1 に示す。 

細菌及び原生動物での毒性影響が報告されており、海洋性発光細菌の発光阻害を指標とした

30 分間EC50は 284 mg/L (Kaiser and Palabrica, 1991)、繊毛虫類 (Tetrahymena pyriformis) の増殖阻

害を指標とした 60 時間EC50は 370 mg/L及び 393 mg/Lであった (Schultz, 1981；Schultz and 

Applehans, 1985)。 

 
表 6-1 2-アミノピリジンの微生物に対する毒性試験結果 

エンドポイント 生物種 温度 濃度 文献 
(mg/L) (℃) 

15 30 分間EC細菌 284 Kaiser & 発光阻害50

Photobacterium phosphoreum (n) Palabrica, 1991 
(海洋性発光細菌) 

28 60 時間 EC50 増殖阻害 393 
(n) 

Schultz &  
Applehans, 1985 

原生動物 
Tetrahymena pyriformis  
(繊毛虫類) 28 60 時間 EC 370 Schultz, 1981 増殖阻害50

(n) 
(n): 設定濃度 
 

 

6.1.2 藻類に対する毒性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの藻類に関する試験報告は得られていない。 
 
6.1.3 無脊椎動物に対する毒性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの無脊椎動物に関する試験報告は得られていない。 

 

6.1.4 魚類に対する毒性 

2-アミノピリジンの魚類に対する毒性試験結果を表 6-2 に示す。 

ヒメダカでの毒性試験データがあり、その 48 時間LC50は 6.0 mg/L及び 10 mg/Lであった 

(Tonogai et al, 1982；通商産業省, 1981)。 

 
表 6-2 2-アミノピリジンの魚類に対する毒性試験結果 

生物種 大きさ/ 試験法/ 硬度 pH エンドポイント 濃度 文献 温度

方式 (℃) (mg CaCO /L) (mg/L) 成長段階 3

急性毒性 淡水 

2 cm 
0.2 g 

JIS 
(1971) 
止水 

25 脱イオン水 ND 48 時間LC50 

 
6.0 
(n) 

Tonogai 
et al., 
1982 

Oryzias 
latipes 
(ﾋﾒﾀﾞｶ) 

0.25 g 止水 25 ND ND 48 時間 LC 10 通商産業

省, 1981 
50

(n) 
ND: データなし、(n): 設定濃度 

 

 

6.1.5 その他の水生生物に対する毒性 
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調査した範囲内では、2-アミノピリジンのその他水生生物 (両生類等) に関する試験報告は
得られていない。 
 

6.2 陸生生物に対する影響 

6.2.1 微生物に対する毒性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの微生物 (土壌中の細菌や菌類等) に関する試験報

告は得られていない。 

 

6.2.2 植物に対する毒性 

2-アミノピリジンの植物に対する毒性試験結果を表 6-3 に示す。 

ムラサキウマゴヤシ種子を用いた発芽試験の結果、ろ紙上で根の伸長を指標にした生長阻害

についてのEC は 941 mg/L超、NOECは 9.41 mg/Lであった (Naik et al., 1972)。 100

 
表 6-3 2-アミノピリジンの植物に対する毒性試験結果 

生物種 試験条件 濃度 文献 エンドポイント

(mg/L)
1)Medicargo 4 日間 ECろ紙上の発芽 > 941 Naik et al., 1972 100 

1)sativa L. 水溶液 (pH 7.0)、
温度 25℃､暗条件

4 日間 NOEC 9.41
(ﾏﾒ科、ﾑﾗｻｷｳﾏｺﾞﾔｼ) 生長阻害  

 
1) モル濃度の対数値から換算。 

 

 

6.2.3 動物に対する毒性 

2-アミノピリジンの鳥類に対する毒性試験結果を表 6-4 に示す。 

鳥類について試験報告があり、4 種の野生種 (ハゴロモガラス、ホシムクドリ、ウズラ及び

スズメ) を 2～6 週間馴化後、経口投与による急性毒性試験を行い、そのLD50は 31.6～133 mg/kg

であった (Schafer et al., 1983)。 

 
表 6-4 2-アミノピリジンの鳥類に対する毒性試験結果 

生物種 生長段階/ 濃度 文献 エンドポイント

試験条件 (mg/kg)
Agelaius phoeniceus 
(ﾊｺﾞﾛﾓｶﾞﾗｽ) 

31.6 
 

LD Schafer et al., 1983 野外から採捕獲 50 

Sturnus vulgaris 
(ﾎｼﾑｸﾄﾞﾘ) 

75.0- 
100 

2-6 週馴化、経

口投与 
 

Coturnix cotunix 
(ｳｽﾞﾗ) 

133 
 

Passer domesticus 75.0 
(ｽｽﾞﾒ) 

 

 

6.3 環境中の生物への影響 (まとめ) 

2-アミノピリジンの環境中の生物に対する毒性影響については、データが少なく、一部の生

物について活性阻害、生長阻害、致死などを指標に検討が行われている。 
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微生物については、水生の細菌及び原生動物の報告があり、最小の毒性値は、発光阻害を指

標としたEC の 284 mg/Lであった。 50

藻類、水生無脊椎動物については、調査した範囲内では報告は得られなかった。 

魚類については、ヒメダカに関する急性毒性試験データがある。その 96 時間LC50は得られて

いないが、48 時間LC50の最小値は 6.0 mg/Lであることから、少なくともGHS急性毒性有害性区

分IIに相当し、強い有害性を示す。 

陸生生物に関しては、植物と鳥類の試験報告がある。マメ科植物のムラサキウマゴヤシの根

の伸長に関する 4 日間NOECは、9.41 mg/Lであった。野外から採捕した 4 種の鳥のLD50は 31.6

～133 mg/kgであった。 

 

以上から、2-アミノピリジンは、水生生物に対する急性毒性として魚類に対し、少なくとも

GHS 急性毒性有害性区分 II に相当し、強い有害性を示す。 

 

 

7. ヒト健康への影響 

7.1 生体内運命 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの生体内運命に関する報告は得られていない。 

 

7.2 疫学調査及び事例 

2-アミノピリジンのヒトにおける疫学調査及び事例を表 7-1 に示す。 

2-アミノピリジン製造工場における事故として、米国インディアナ州で、18 歳の男性従業員

が蒸留分取中に液状の 2-アミノピリジンを腕から下肢にかけて被災暴露し、被災後汚染された

衣服で 1.5 時間作業を続行しその 2 時間後、目眩、頭痛、呼吸困難、けいれんの発作を経て、

31.5 時間後に死亡した例がある。剖検所見において脳の充血、肺の肝変、肝臓の出血、心臓の

拡張が認められている (Spolyar, 1951)。 

一方、保護具を使用しないで 2-アミノピリジンの粉砕を約 5 時間行った作業員が猛烈な頭痛、

吐き気、四肢の紅潮や血圧の上昇をきたしたが、翌日には完全に回復した。その後実施した作

業現場での気中濃度測定では 5.2 ppm を示した (Watrous and Schulz, 1950)。また 2-アミノピリ

ジンの高濃度の粉塵のもとで、1 回連続 3 時間働いた従業員が重症な中毒に罹り、重度の頭痛、

循環器系の衰弱、数時間に亘る中枢神経系の興奮、卒倒後入院。数日間の混迷状態を経て 3 週

間で完全回復した例も報告されている (Schmid, 1946)。 

 
表 7-1 2-アミノピリジンの疫学調査及び事例 

暴露量 結果 対象集団・ 暴露状況 文献 
性別・人数 

Spolyar, ND 被災後、汚染された衣服で 1.5 時間作業

を続行､2 時間後目眩､頭痛､呼吸困難､ 
2-ｱﾐﾉﾋﾟﾘｼﾞﾝ 蒸留ｶﾗﾑ受用

ﾊﾞ ｹ ﾂから腕

や 下 肢 に 被

災暴露 

1951  製造工場従業員 
けいれんの発作､31.5 時間後死亡 (男性 18 歳) 
剖検で脳の充血､肺の肝変､肝臓の出血､

心臓の拡張がみられた 
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暴露量 結果 対象集団・ 暴露状況 文献 
性別・人数 

Watrous 
& Schulz,

その後の 粉砕作業を 5
時 間 保 護 具

使 用 な く 実

施 

2-ｱﾐﾉﾋﾟﾘｼﾞﾝ 猛烈な頭痛、吐き気、四肢の紅潮や血圧

の上昇をきたしたが、翌日には完全に回

復 
気中濃度 粉砕従業員 

1950 測定では (男性 23 歳) 
5.2 ppm  

Schmid,  2-ｱﾐﾉﾋﾟﾘｼﾞﾝ 重度の頭痛、循環器系の衰弱、数時間に

亘る中枢神経系の興奮から卒倒後入院､

数日間の混迷状態を経て 3 週間で完全

回復 

高 濃 度 の 粉

塵に 1 回 3 時

間暴露 
1946  製造従業員 

(男性 37 歳) 

ND：データなし 

 

 

7.3 実験動物に対する毒性 

7.3.1 急性毒性 

2-アミノピリジンの実験動物に対する急性毒性試験結果を表 7-2 に示す (ACGIH, 2001；

Clayton and Clayton, 1981；U.S.NIOSH, 1992)。 

2-アミノピリジンの急性毒性致死量近辺で見られた主な症状は呼吸困難、振戦、興奮、癲癇

発作、けいれんなどである (Clayton and Clayton, 1981)。2-アミノピリジンのマウスにおける急

性毒性は 3-アミノピリジンや 4-アミノピリジンより弱く、そのLD50値は経口投与で 50 mg/kg、

腹腔内投与で 28 mg/kg、静脈内投与で 23 mg/kg、皮内投与で 70 mg/kgであると報告されている 

(ACGIH, 2001)。 

 
表 7-2 2-アミノピリジンの急性毒性試験結果 

ラット  マウス モルモット 

経口LD  (mg/kg) 50 200 ND 50

経皮LD  (mg/kg) ND ND 500 50

腹腔内LD  (mg/kg) 28 25 ND 50

静脈内LD  (mg/kg) 23 ND ND 50

皮内LD  (mg/kg) 70 ND ND 50

ND: データなし 

 

 

7.3.2 刺激性及び腐食性 

2-アミノピリジンの実験動物に対する刺激性及び腐食性試験結果について、表 7-3 に示す。 

2-アミノピリジンは強塩基性物質であり、中等度の刺激性を有すると考えられるが (Clayton 

and Clayton, 1981)、原液について行った皮膚刺激性あるいは眼刺激性の試験結果は報告されて

いない。報告されているのは、ウサギの眼に 0.02 M 水溶液を 10 分間適用した実験で、一過性

の角膜の混濁と正常への回復のわずかな遅れが見られたのみであった (Grant, 1993)。 
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表 7-3 2-アミノピリジンの刺激性及び腐食性試験結果 

投与量 結果 動物種等 試験法 文献 投与期間

投与方法 
ウサギ 眼刺激性 10 分 0.02 M 中等度の眼刺激性 Grant, 1993 

水溶液   

 

 

7.3.3 感作性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの実験動物に対する感作性試験に関する試験報告は

得られていない。 

 

7.3.4 反復投与毒性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの実験動物に対する反復投与毒性試験に関する試験

報告は得られていない。 

 

7.3.5 生殖・発生毒性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの実験動物に対する生殖・発生毒性試験に関する試

験報告は得られていない。 

 

7.3.6 遺伝毒性 

2-アミノピリジンの遺伝毒性試験結果を表 7-4、遺伝毒性試験結果のまとめを表 7-5 に示す。

in vitro 系の細菌を用いた復帰突然変異試験で S9 添加の有無に関わらず陰性と報告されている 

(Kammerer et al., 1986 ; Zeiger et al., 1987)。 

 

表 7-4 2-アミノピリジンの遺伝毒性試験結果 
処理条件 a) 試験方法 試験系 用量 文献 試験材料 結果

-S9    +S9 
復帰突然 
変異試験 

ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌

TA98 
TA100 
TA1535 
TA1537 
 

Aroclor1254
誘導 SD ラ

ット、ハム

スター肝 S9
 

33､ 100､ 333､ 
1,000､ 3,333､ 
10,000 (μg/plate) 

－   － 
 
 

Zeiger et  
al.,1987 

in vitro 
 

500、1000 －   － Kammerer et Aroclor1254
誘導ラット

肝 S9 

復帰突然 ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌

(μg/plate)  al.,1986 変異試験 TA98 
TA100 

  
a) －：陰性、 ＋：陽性 

 

 
表 7-5 2-アミノピリジンの遺伝性試験結果 (まとめ) 

突然変異  DNA 損傷性 染色体異常 
バクテリア ND － ND 
カビ/酵母/植物 ND ND ND 
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 突然変異 DNA 損傷性 染色体異常 
昆虫 ND ND ND 
培養細胞 ND ND ND 
ほ乳動物 (in vivo) ND ND ND 

ND：データなし  －：陰性 

 

 

7.3.7 発がん性 

調査した範囲内では、2-アミノピリジンの発がん性に関する試験報告は得られていない。国

際機関等では 2-アミノピリジンの発がん性を評価していない  (ACGIH,2005；IARC,2004；

U.S.NTP,2005；U.S.EPA,2006；日本産業衛生学会,2005)。 

 

7.4 ヒト健康への影響 (まとめ) 

2-アミノピリジンの生体内運命に関する報告はない。ヒトでの事故が 3 例報告されている。

男性従業員が液状の 2-アミノピリジンを腕から下肢にかけて暴露し、その 2～3 時間後に目眩、

頭痛、呼吸困難、けいれんの発作を経て、31.5 時間後に死亡した。この事故事例より 2-アミノ

ピリジンは皮膚から速やかに吸収されると考えられる。一方、保護具を使用せずに 2-アミノピ

リジンの粉砕に従事した作業員が猛烈な頭痛、吐き気、四肢の紅潮や血圧の上昇をきたしたが、

翌日には完全に回復した。この作業現場での気中濃度は 5.2 ppm であった。また 2-アミノピリ

ジンの高密度粉塵のもとで働いた従業員が重症な中毒に罹り、重度の頭痛、循環器系の衰弱、

数時間に亘る中枢神経系の興奮、卒倒後、数日間の混迷状態を経て 3 週間で完全回復した例も

報告されている。 

実験動物に対する急性毒性試験では、経口投与によるLD50はマウスで 50 mg/kg、ラットで 200 

mg/kg、経皮投与のLD50はモルモットで 500 mg/kgと報告されている。致死量近辺で見られた主

な症状は呼吸困難、振戦、興奮、癲癇発作、けいれんなどであった。 

実験動物に対する刺激性では、0.02 M 水溶液をウサギの眼に適用したところ、一過性の角膜

の混濁が見られたのみであった。 

感作性試験、反復投与毒性試験、生殖・発生毒性、発がん性試験については報告がない。 

遺伝毒性については、in vitro 系の細菌を用いた復帰突然変異試験で S9 添加の有無に関わら

ず陰性と報告されている。 
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